
Incretin Symposium
2018年11月10日（土）17：00～19：00
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」



ご 挨 拶

謹啓　時下、先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 　 　
　さて、この度「Incretin Symposium」を開催させていただく運びとなりました。 　
　本会では、糖尿病治療の新しい選択肢であるGLP-1受容体作動薬「トルリシティ皮下注0.75mg
アテオス」について、「どのような患者さんに」「どのように導入する」と効果的かを検討して参ります。
　先生におかれましてはご多用の折、誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上、 是非
ご臨席を賜りますようお願い申し上げます。 　
　末筆ではございますが、先生の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げます。 

謹白

大日本住友製薬株式会社
日本イーライリリー株式会社



Opening Remarks

	 	 門脇 孝 先生
		  東京大学大学院 医学系研究科 特任教授
		  帝京大学医学部 常勤客員教授

講 演 1

GLP-1受容体作動薬を選択するメリット

	 座長	 門脇 孝 先生
		  東京大学大学院 医学系研究科 特任教授
		  帝京大学医学部 常勤客員教授

	 演者	 坂口 一彦	先生
		  神戸大学大学院医学研究科 総合内科学 准教授

講 演 2

GLP-1受容体作動薬はみな同じなの？

	 座長	 中村 二郎 先生
		  愛知医科大学医学部 内科学講座 糖尿病内科 教授

	 演者	 鈴木 克典 先生
		  済生会新潟第二病院 代謝・内分泌内科 部長

講 演 3

注射導入の障壁を下げた週1回GLP-1受容体作動薬
～患者治療満足度・治療負担度の変化～

	 座長	 中村 二郎	先生
		  愛知医科大学医学部 内科学講座 糖尿病内科 教授

	 演者	 戸崎 貴博 先生
		  医療法人TDE 糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI 院長

Closing Remarks

	 	 中村 二郎 先生
		  愛知医科大学医学部 内科学講座 糖尿病内科 教授

※プログラム終了後、意見交換会を設けております。

Incretin Symposium
2018年11月10日（土）17：00～19：00
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」
2018年11月10日（土）17：00〜19：00
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」



講 演 1

GLP-1受容体作動薬を選択するメリット

坂口 一彦 先生
神戸大学大学院医学研究科 総合内科学 准教授

　近年、インクレチン関連薬は臨床現場に大きな福音をもたらしており、糖尿病治療にパラダイムシフト
が起きつつある。その一方で、臨床現場ではいかに適切なタイミングで治療強化に踏み切るか、悩ましい
ケースも少なくない。
　週1回投与のGLP-1受容体作動薬トルリシティは、患者さんのライフスタイルに合わせた治療が実施
できるとともに、適切なタイミングでの投与による治療成果の実感により、糖尿病治療のモチベー
ションを上げることもできる薬剤であると考えている。
　本会では、早期治療強化の重要性と、週1回投与のGLP-1受容体作動薬トルリシティが、適切な
タイミングでの治療強化にどのように貢献できるか検討したい。

1989年	 神戸大学医学部医学科 卒業
	 神戸大学医学部旧第２内科 入局
	 神戸大学医学部附属病院内科 研修医
1990年	 国立神戸病院（現 神戸医療センター）内科 研修医
1992年	 国立神戸病院（現 神戸医療センター）内科 レジデント
1997年	 さぎの病院内科 医長
1998年	 神戸大学医学部大学院 修了
1999年	 石川島播磨重工業健康保険組合播磨病院内科 医長
2000年	 石川島播磨重工業健康保険組合播磨病院内科 部長
2006年	 神戸大学医学部附属病院糖尿病代謝・消化器・腎臓内科学 特定助手（病棟医長）
2007年	 神戸大学医学部附属病院糖尿病・内分泌内科 特定助教（病棟医長）
2008年	 神戸大学大学院医学研究科糖尿病・代謝・内分泌内科 助教（病棟医長）
2010年	 神戸大学大学院医学研究科糖尿病・内分泌内科 診療科長補佐
2014年	 神戸大学大学院医学研究科糖尿病・内分泌内科 講師（診療科長補佐）
2016年	 神戸大学大学院医学研究科総合内科学講座 准教授（診療科長）
2017年	 神戸大学総合臨床教育センター 副センター長兼務



講 演 2

GLP-1受容体作動薬はみな同じなの？

　現在、臨床現場では数多くの糖尿病治療薬が登場し、患者さんのライフスタイルに合わせた治療が
実現可能となっている。新しい治療選択肢の1つであるGLP-1受容体作動薬トルリシティは、優れた
血糖低下効果に加え安全性・忍容性の高さから、糖尿病患者さんの治療強化に有用なオプションに
なると考えている。一方で国内では、GLP-1受容体作動薬の使用経験の蓄積がまだまだ少ない状況
であるため、有効性や安全性、好適症例などの検討がなされている最中である。
　そこで本会では、GLP-1受容体作動薬トルリシティの有効性・安全性を検討するとともに、使用
経験を踏まえて明らかになってきた好適患者像について考察したい。

1992年	 新潟大学医学部医学科 卒業
1992年	 新潟大学医学部附属病院第一内科 入局
2001年	 新潟大学大学院医歯学総合研究科 助手
2004年	 済生会新潟第二病院 赴任
2007年	 済生会新潟第二病院 代謝・内分泌内科 部長

鈴木 克典 先生
済生会新潟第二病院 代謝・内分泌内科 部長



講 演 3

戸崎 貴博 先生
医療法人TDE 糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI 院長

　近年の糖尿病治療では、個々の患者さんに応じて治療方針を変えることが求められるように
なってきた。様々な選択肢のなかでも週1回投与のGLP-1受容体作動薬トルリシティは、患者さんの
ライフスタイルに合わせた治療が実施しやすいとともに、効果を実感することにより、治療に対する
モチベーションを上げることもできる薬剤だと考えられる。また、デバイスにはシンプルな投与が
可能な「アテオス」を用いているため、実地医家の先生方にとって、導入しやすい治療オプションと
なり得ると考える。
　本会では、トルリシティの効果的な導入方法とトルリシティが医療従事者と患者さんの双方に
もたらすメリットについて考察したい。

1998年	 旭川医科大学医学部医学科 卒業
1998年	 名古屋大学医学部附属病院 研修医
2000年	 名古屋大学医学部附属病院第三内科 医員
2001年	 愛知県厚生連海南病院代謝内分泌内科
2004年	 名古屋大学大学院医学系研究科博士課程糖尿病・内分泌内科
2008年	 一宮市立市民病院内分泌・糖尿病内科 医長
2010年	 愛知学院大学歯学部内科学講座 助教
2011年	 糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI 院長

注射導入の障壁を下げた週1回GLP-1受容体作動薬
～患者治療満足度・治療負担度の変化～
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霞が関ランプ

ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」
東京都千代田区紀尾井町4-1　TEL.03-3265-1111（代表）

東京メトロ
❶ 半蔵門線／永田町駅（7番口）より約3分
❷ 南北線／永田町駅（9a番口）より約5分
❸ 丸ノ内線・銀座線／赤坂見附駅（D.紀尾井町口）より約3分
❹ 南北線・丸ノ内線／四ツ谷駅（1.赤坂口）より約8分
❺ 有楽町線／麹町駅（2番口）より約6分

JR
❻ 中央線・総武線／四ツ谷駅（麹町口・赤坂口）より約8分

お車で
● 東京駅より約20分
● 羽田空港より約40分

 （高速道路をご利用の際は、霞が関ランプが便利です）
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